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認知件数 被害総額

２７２件 ※被害者数は延べ人数(以下同じ)

(前年比 ＋９０件） (前年比 ＋8億3,479万9,576円)

１１億4,374万6,940円

※ 前年から大幅に増加し、過去10年で最悪の被害

ニセ電話詐欺(被害認知状況) ※数値については暫定値

97件
113件

143件

182件

272件

43件
58件

73件
52件

129件

2億6889万2904円

2億0161万2692円

3億7411万3434円
3億0894万6364円

11億4374万6940円

2億3791万6514円

1億4083万4074円
1億9359万3350円

1億1583万7638円

8億0736万7085円

R3 R4 R5 R6 R7
認知件数 うち高齢者 被害総額 うち高齢者



1人

44人

24人 24人
28人

22人

49人

29人

46人

5人

オレオレ詐欺、架空料金請求詐欺、還付金が多く、この３手口で全体の約８８％を占めている。

【被害総額】

手口別内訳

【年代別】 【性別】
被害者内訳

主に２０歳台から８０
歳台までの幅広い年代
で被害が出ており、性
別については女性がや
や男性を上回る状況で
ある。

【認知件数】

０万円

０万円

272万1000円

501万0137円

673万1000円

2538万0957円

3991万5720円

6140万7080円

6882万2407円 9億3375万8639円

ギャンブル詐欺

キャッシュカード詐欺盗

その他の特殊詐欺

融資保証金詐欺

預貯金詐欺

交際あっせん詐欺

金融商品詐欺

還付金詐欺

架空料金請求詐欺

オレオレ詐欺

0件

0件

3件

4件

6件

7件

9件

39件

77件 127件

ギャンブル詐欺

キャッシュカード詐欺盗

金融商品詐欺

預貯金詐欺

その他の特殊詐欺

交際あっせん詐欺

融資保証金詐欺

還付金詐欺

架空料金請求詐欺

オレオレ詐欺

男性

115人

（42.3%）

女性

157人

（57.7%）

合計
２７２人



息子がたりのオレオレ詐欺や還付金詐欺など、犯
人からの初回連絡が固定電話にかかってくる手口が
増加したため、携帯電話よりも固定電話での被害が
多くなり、全体の約４割を占めている。

被害金交付形態 犯人からの初回連絡手段

※１ SMS、マッチングアプリなど
※２ ネット広告やサイト利用時の表示など

振込型

171件

62%

現金手交型
55件
20%

電子マネー型
20件
7%

その他
14件
5%

その他の現金
送付型
10件
4%

キャッシュ
カード手交型

4件
1%

宅配便
2件
1%

電話(固定電話)
104件
38%

電話(携帯電話)
79件
29%

ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ表示
43件
16%

ﾒｰﾙ(ＳＮＳ)
34件
13%

その他
12件
4%

※２

※１

犯人が振込みを指示するニセ警察詐欺や、現金を
被害者の自宅まで受取に来る息子がたりのオレオレ
詐欺の被害が増加したため、振込型が１７１件（前
年比＋３７件）、現金等の手交型が５５件（前年比
＋５２件）と大幅に増加している。



オレオレ詐欺手口詳細 ※被害手口のうち、約5割を占める「オレオレ詐欺」について分析しました

【手口内訳】 【前年比較】

【送金方法】

被害者は、犯人を警察官や息子だと思い込んでしまう
ため、詐欺だと気がつくまで時間がかかり、被害が高額
化ている（前年比約６倍増加）。

ニセ警察詐欺は世代を問わず被害が発生している一方で、息子がたり
のオレオレ詐欺は８０歳台を中心に被害が発生している。

【被害者内訳】

約5割が振込型（インターネットバンキング含
む）、約4割が現金手交型となっている。

認知件数及び被害額（人）

22件

127件

1億5550万4143円

9億3375万8639円
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ﾒｰﾙ(ＳＮＳ)

24件
31%

ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ表示

(その他名目)
18件

24%
電話(携帯電話)

14件
18%

ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ表示

(ｻｰﾎﾟｰﾄ名目)
11件

14%

ﾒｰﾙ(ＳＭＳ)

4件
5%

ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ表示(ｻｲﾄ利用名目)

4件
5%

その他

2件
3%

架空料金請求詐欺手口詳細 ※被害手口のうち、約3割を占める「架空料金請求詐欺」について分析しました

【名目別】

【被害者内訳】

【犯人からの初回連絡手段】

【送金方法】

副業名目による手口増加に伴い、SNSでの初回連絡が最も多い。

副業名目が多いため、20歳台の被害が顕著となっている

被害金送金方法
の約６割がATM
やネットバンキン
グにより振込（送
金）となっている。
また、依然として
電子マネーカード
を購入させて利用
権をだまし取る
「電子マネー型」
による被害も多く
なっている。

振込型

45件

59%

電子マネー型

20件
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その他の現
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7件
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副業などの名目

50件

65%

有料ｻｲﾄ利用料

金等名目

13件

17%

サポート名目

13件

17%

訴訟関係費用等名目

1件

1%

約6割が、副業を得るための登録費用を請求するものなどの名目となっ
ている。



還付金詐欺手口詳細

【被害者内訳】

年金の還付名目でお金をだまし取るケースがほとんど
であるため、６０歳台被害が還付金詐欺被害の９７％
（３９人中３８人）を占めている。

【特徴】
還付金詐欺は、「年金や税金、健康保険
料の過払いがある。」などと言って被害
者をだまし、必要な手続きを装ってATM
を操作させて金銭を振り込ませる詐欺で
あるが、令和７年中においては、年金還
付の名目によるものが約５割を占め、次
いで、健康保険料等名目が約４割を占め
ている。
犯人からの初回連絡手段は、39件中38

件が「固定電話」によるものとなってい
る。
被害金の送金方法については、すべて

が「振込型」であり、初回連絡後、犯人
は携帯電話で被害者とつながり、被害者
をATMへ誘導した後、携帯電話で通話し
ながらＡＴＭの操作を指示し、言葉巧み
に送金させている。

【名目】

年金名目によるものが
約５割を占めている
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18件
46%
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会保険等名目

17件
44%

税金名目
3件
8%

その他の名目
1件
2%



１１１人中６５人(約６割)は、犯人だと一切疑うこ
となく被害に遭っている。

１１１人中９３人(約８割)は、過信や他人事とし
てとらえ、被害に遭っている。

犯人に対する不審度

ニセ電話詐欺の被害者のうち、協力が得られた１１１人に対してアンケートを実施

被害者アンケート結果

※半信半疑であったにも関わらず、だまされた理由（抜粋）
○警察や検事を名乗っていた。
○話していく内に本物と思っていくようになった。

ニセ電話詐欺への意識

自分は騙されない
と思っていた
67人（60%）

ニセ電話詐欺について
考えたこともなかった
26人（ 24%）

だまされるかもしれない
と思い注意していた
17人（ 15%）

無回答
１人（ 1%）

全く持たなかった
65人（58%）

半信半疑であった
44人（40%）

その他
1人（1%）

無回答

1人（1%）



阻止件数とは、金融機関やコンビニ店舗などの事業者や家族・知人などがニセ電話詐欺の被害を未然に防いだ
件数

被害の未然防止

令和7年中におけるニセ電話詐欺の阻止件数は137件であり、阻止率は33.5％である。
家族・知人による阻止が最も多く、次いでコンビニエンスストアによる阻止が多い。

（件）
阻止件数の推移 阻止機関(者)内訳
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